
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 

10月31日（土）、「鹿折まちづくり協議会」の皆様が三陸沿岸道路の工事現場を見学されました。鹿折地区住民33

名の方が参加し、国土交通省仙台河川国道事務所及び工事請負業者の担当者の方より工事現場にて説明を受けまし

た。 

まず、気仙沼市浪板地区の大峠山地区道路改良工事現場では、道路が交差する部分の構造物を見学しながら、道路

が通る高さや、現場で工夫した点などについての詳細な説明がありました。また、気仙沼湾横断橋については、海の

市にて模型やパネルを見ながら概要の説明を受け、橋の形状や規模の大きさを確認し、橋が地区のどのあたりを通る

のかを確認しました。その後、朝日埠頭付近で行われている工事現場へ行き、具体的な説明を受けました。そこで

は、現在行われている橋脚工事の概要や進捗状況、災害時に津波漂流物を十分に回避できるように海面から橋桁まで

の高さで計画されているなどの説明がありました。橋桁の標高は海面から32mになること、そしてそれは近くの6階

建ての建物よりも高くなると聞き、みな目を丸くしていました。 

参加者からは、「現場を見せて頂き実感が湧いてきました」、「規模の大きさがわかりました」などの感想が寄せられ

ました。今回の見学会を通じて、三陸道完成に向けた実感と具体的なイメージがわいて、将来に向けての期待が高ま

りました。 
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気仙沼市笹が陣３－５ 

気仙沼市シルバー人材センター内 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆立冬が過ぎ、冬シーズンがやってきました。 

これからの時期、降雪や夜間の気温低下により、路面が滑りやすくなります。 

初冬期には、夏タイヤのままでのスリップ事故等交通事故の危険性が高い時期です。 

特に、ブラックアイスバーン（路面に薄い氷の膜ができて、一見すると凍結することに気づかない） 

には、注意が必要です。また、事故による交通渋滞も発生してしまいます。 

その対策として、冬道走行の注意はもちろんですが、初冬期からの冬タイヤ装着に心がけたいものです。 

交通事故防止に心がけましょう。（樫） 

大峠山地区道路改良工事現場で、函渠を見学 朝日埠頭付近の気仙沼湾横断橋の工事現場で集合写真 



 とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します。 

気仙沼市では、住まいの復興が目に見えてきました。防集事業による宅地造成が完成して自宅再建に移りつつあ

る地区（１０月末）を紹介いたします。 

 
・津谷

つ や

大沢
おおさわ

地区： 国道４５号に隣接し、平成２７年５月引き

渡し７区画中４戸建築。 

  

 

 

 

・浪板
なみいた

一区
いっく

Ｂ地区：西に鹿折川を望む、県道気仙沼唐桑

線に隣接し、平成２７年７月引き渡し４区画中３戸建築。 

 

・階
はし

上長
かみなが

磯
いそ

浜
はま

地区：市街地協議会型防集最大の団地、災害公

営住宅併設、平成２７年６月引き渡し６４区画中４７戸建築。 

 

 

 

 

 

・大谷
おおや

第２前
だいにまえ

浜
はま

地区：前浜漁港北側高台に位置し、平成

２７年８月引き渡し３区画建築未着工。 

 

・浪板
なみいた

一区
いっく

Ａ地区：西に鹿折川を望む、県道気仙沼唐桑線

に隣接し、平成２７年７月引き渡し６区画中４戸建築。 

 
・小鯖

こさば

地区：東に太平洋を望む高台にあり唐桑地区最南

に位置する、災害公営住宅併設、平成２７年８月引き渡

し８区画中５戸建築。 



 

 

１０月２４日（土）１０時から、先行整備エリアである志津川地区観光交流拠点造成完了式典及び見学会が現地

で開催され大勢の方々が訪れました。この地内には、国のまちなか再生計画で認められた集合店舗３２店が平成２

９年３月にオープン、また、海に通じる「しおさい通り」周辺には商店が立ち並び観光、商業の中心として南三陸

町の将来を担う地区です。 

１１月１日（日）、気仙沼市本吉町本吉総合体育館にて、本吉産業祭が開催されました。本吉の秋を代表するイベン

トであり、震災後も開催が継続されてきたそうです。今年の開催も、アユ、牛乳、キノコ、リンゴ、ハウス栽培トマ

トなど、一同に販売され、海山川の多様な産業がある本吉の特色を感じました。生産者と消費者がそろって地元資源

を味わい、つながることに加え、地元の多くの人が集まり、復興を感じる機会にもなったのではないでしょうか。 

とぴっくす 復興に関連する話題を紹介します。 
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多くのお客さんでにぎわった 

 

 
見学台から望む志津川地区低地部 

計画R45号（至 仙台市）

しおさい通り

計画R398号（至 登米市）

集合店舗予定地

 
テープカットで開催を祝う 

 
高校生らによる演奏も 



 

 

歌津地区中学校上団地 災害公営住宅整備事業進捗の様子 

  左手 白い３階建て・２棟が災害公営住宅 

  手前 木造の建物は保育所・子育て支援センター 

 
問① 漬け物 

【編集後記】 

◆年末が近づいてきました。

気仙沼に来てもうすぐ丸２

年。知れば知るほど知らない

ことが出てきます。街の歴史

の深さなどを感じています。 

（前号の方言パズルの回答） 

 

これまでに発行した「つちおと」は、復興庁ホームペー

ジで御覧いただくことができます。 

①復興庁のホームページ 

②宮城復興局 

③気仙沼支所だより「つちおと」 

～ 

～ 

問② 雑なこと。 

復興庁ホームページ 
http://www.reconstruction.go.jp/ 

【ヨコのかぎ】 
１．秋の夜長は ○○○○の秋 

2．草木の葉が赤や黄色に変わること。 

5．頭かくして○○隠さず。 

 

【タテのかぎ】 

1．三陸の冬の味覚、○○○汁。鍋料理。 

3．○○の耳に念仏。 

4．歴史を記した書物。 

6．平安時代以後、記録所・御書所などに置か

れた職員の名称。 

【 12月5日（土）】ＯＮＥ-ＬＩＮＥ ２０１５ 気仙沼イルミネーションプロジェクト点灯式 

気仙沼内湾およそ1㎞に渡って海を彩るクリスマスイルミネーション！12月5日（土）は海の市駐車場スペースにて、 

19:00より点灯式が行われます。それにあわせて、ＭａｙＪ.さんのチャリティーライブも開催します。 

◇ 開始日時 （点灯式）12月5日（土）19:00から  

（点灯期間）平成27年12月5日（土）～平成28年1月15日（金）18:00～22:00（12/5（土）は19:00から） 

◇ 会場 気仙沼市魚市場7-13（海の市駐車場） 参加無料 ◇問い合わせ先 ＯＮＥ-ＬＩＮＥ実行委員会 070-6486-3108 

【 12月19日（土）】あわびまつり 【気仙沼市】 

冬の海の幸「あわび」を格安で販売！刺身で味わう新鮮な活あわびは、また格別。地場物の海産物、加工品や新鮮野菜なども販売さ

れ地元客や観光客で賑わう。 

◇ 開催日時 12月19日（土） 9:00開会 ※あわびがなくなり次第終了 ◇会場 道の駅 大谷海岸 

◇問い合わせ先 本吉町産業振興公社 0226-44-3180 

 各地で開催される 
復興イベントをご紹介します。 

「つちおと」発行元（お問い合わせ先） 
 
  復興庁 宮城復興局  気仙沼支所  
   電話 ０２２６－２３－５３０１ 

     FAX  ０２２６－２３－５３１０ 

問③ ぞっとする。ドキッとする。 

問④ 心臓が―。ドキドキすること。息切れすること。 

問⑤ 恥ずかしい。 

問⑥ 厳しいなぁ。容易でない。 

問⑦ そうです（同意の意）。そうだよね。 

問①   問②   問③   問④   問⑤   問⑥   問⑦ 

◆ 

最
後
は
色
付
き
の
枠
に
入
る
文
字
を
並
べ
て
、
言
葉
を
作
り
ま
し
ょ
う
。 

◆
 

問
①
～
⑥
を
意
味
す
る
気
仙
沼
地
方
の
方
言
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

南三陸町で生まれた、

受験生に人気のキャ

ラクターだよ 🐙🐙 


